
「第 114回総務委員会と経産省ヒアリング記録」 

全国厚板シヤリング工業組合 

第第第第１１１１１４１４１４１４回総務委員会回総務委員会回総務委員会回総務委員会とととと経産省経産省経産省経産省ヒアリングヒアリングヒアリングヒアリング記録記録記録記録    

    

１１１１．．．．開催日時開催日時開催日時開催日時  平成２５年１２月１３日（金） 

          １２：００ 第 114回総務委員会  鉄鋼会館 806 

          １４：４５ 経産省ヒアリング    経産省会議室６Ｆ 

           １６：１５ 業界紙記者と懇談   当組合会議室 

２２２２．．．．第第第第１１４１１４１１４１１４回総務委員会回総務委員会回総務委員会回総務委員会    

 出席者  笹田幹雄（理事総務委員長） 

       髙木 建（理事長）  

 酒匂雅信（副理事長・東京支部長） 

       高木唯夫（副理事長・東海支部長） 

       浅野博之（副理事長・大阪支部長） 

       木村昭夫（副理事長・九州支部長） 

 柘野（事務局） 

  議 題  （１）経済産業省４Ｑヒアリング資料の検討について  

       （２）監事の交代について 

（３）２６年新年賀詞交歓会の出席状況について 

（４）次期通常総会の開催要領（案）について 

（５）第５回全国青年交流会の開催案について 

（６）今後の会合予定について 

経 過  

  笹田委員長の司会により議事が進められた。  

（（（（１１１１））））経済産業省経済産業省経済産業省経済産業省４４４４QQQQヒヒヒヒヤリングヤリングヤリングヤリング資料資料資料資料のののの検討検討検討検討についてについてについてについて    

            事務局より標記資料について説明、一部修正の上了承された。（資料は別稿参照） 

（（（（２２２２））））監事監事監事監事のののの交代交代交代交代についてについてについてについて    

                     事務局より、纐纈協氏及び福原廣勝氏より、監事辞任の申し出があった旨、報告。 

    本件に関し、「後任については、従来通り、東京支部の方に監事をお願いしたい」との意見

が出され、種々審議の結果、異議なく了承された。なお、本件は、総務委員会の審議結果を

踏まえ、26年 4月 16日理事会、5月 16日通常総会に付議し、了承を得る予定である。 

（（（（３３３３））））２２２２６６６６年新年賀詞交歓会年新年賀詞交歓会年新年賀詞交歓会年新年賀詞交歓会のののの出席状況出席状況出席状況出席状況についてについてについてについて    

         事務局より、来年１月１５日（水）開催の標記新年賀詞交歓会の開催概要及び出席予定

者に関し、以下の通り説明が行われ、了承された。 

・・・・日時日時日時日時        平成平成平成平成２６２６２６２６年年年年１１１１月月月月１５１５１５１５日日日日（（（（水水水水））））１７１７１７１７：：：：００００００００～～～～    

       ①受付開始   16：00 

       ②立礼役員集合 16：30 

       ③立礼開始   16：40 

       ④開会     17：00 

       ⑤中締め    18：30 
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・・・・会場会場会場会場                            ロイヤルパークホテル３ロイヤルパークホテル３ロイヤルパークホテル３ロイヤルパークホテル３階階階階「「「「ロイヤルルームロイヤルルームロイヤルルームロイヤルルーム」」」」    

   ・出席予定者数出席予定者数出席予定者数出席予定者数 ６３０名（うち当組合員１２５名、12/12現在） 

      ・・・・幹事団体幹事団体幹事団体幹事団体        全国鉄鋼販売業連合会 

（（（（４４４４））））次期通常総会次期通常総会次期通常総会次期通常総会のののの開催開催開催開催要領要領要領要領（（（（案案案案））））についてについてについてについて    

         第９４回理事会（H25.10.25／書面開催）において承認された、第３９期通常総会の開

催要領（案）について、旅行会社担当者より説明があった後、種々検討が行われた。審議

の結果、概要以下の通り決定した。 

 ・・・・平成平成平成平成２２２２６６６６年年年年５５５５月月月月１１１１６６６６日日日日（（（（金金金金））））    和歌山県白浜町和歌山県白浜町和歌山県白浜町和歌山県白浜町「「「「コガノイベイホテルコガノイベイホテルコガノイベイホテルコガノイベイホテル」」」」    

  １６：００～１７：００   第３９期通常総会 

  １７：３０～１９：３０   懇親会 

  ・・・・平成平成平成平成２２２２６６６６年年年年５５５５月月月月１１１１７７７７日日日日（（（（土土土土））））        

懇親ゴルフ会            朝日ゴルフクラブ白浜コース 

    なお開催案内状は、２月上旬に出状する予定。 

（（（（５５５５））））第第第第５５５５回全国青年交流会回全国青年交流会回全国青年交流会回全国青年交流会のののの開催開催開催開催についてについてについてについて    

              過日、東京支部青年会の松丸会長より、掲題について大要以下の提案・申入れがあった。 

「12 月 4 日開催の在京理事・役員合同懇談会の場で、来年の青年交流会の開催について、

高木理事長、酒匂支部長、笹田総務委員長にご相談した。その結果、『九州支部の事前了解

を得たうえで、新日鉄住金・大分製鉄所及び臼杵造船所を見学コースにすれば、良い研修

になるのではないか。見学会後は、近くの別府あたりに会場をとって、勉強会・パーティ

を開催するのも一案だと思う。』とのご意見をいただいた。 

その後、東京支部青年会役員とも打合わせを行った。東京支部青年会が中心となって準

備等を進めるので、大分開催の方向でご検討をお願いしたい。」 

本件に関し、実現性の可否や実施方法等について意見交換が行われた。まず、木村九州

支部長からは、「九州支部は青年会組織がないので、この受け皿にはなれない。東京支部青

年会が主催の形で実施するのであれば、大分開催に異存はない」、また高木理事長、笹田総

務委員長からは、「大分開催が決まれば、見学先の受け入れ手配については協力する」等の

意見があり、大分開催については、異議なく了承された。 

今後の開催準備については、東京支部青年会と事務局が連携して、計画案を検討・作成

することとし、まず会場及びバス手配等については旅行会社に依頼し、詳細スケジュール

を詰めていく予定である。 

「全国青年交流会」の開催一覧 

第１回  平成２２年１０月１５日(金)    浦安鉄鋼会館 

  第２回  平成２３年１０月１４日(金)    名古屋国際ホテル 

第３回  平成２４年１０月１９日(金)    大阪鉄鋼会館 

   第４回  平成２５年 ９月２０日(金)    北海道経済センター 

     第５回  平成２６年１０月１７日(金)       大分・別府（予定） 

    

（（（（６６６６））））今後今後今後今後のののの会合予定会合予定会合予定会合予定についてについてについてについて（１ページの会議会合予定表をご覧ください） 
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３３３３．．．．２５２５２５２５年度年度年度年度４４４４ＱＱＱＱ経済産業省経済産業省経済産業省経済産業省ヒアリングヒアリングヒアリングヒアリング    

出席者 

経済産業省  

     山下鉄鋼課長、但馬課長補佐他 

    厚板シヤ工組 

     髙木理事長、酒匂東京支部長、高木東海支部長、浅野大阪支部長、 

木村九州支部長、笹田理事総務委員長、 

柘野（事務局） 

 経過 

最初に、髙木理事長より、「足元の状況は、建築・建産機ともにプラス基調を辿り、回復の足 

取りが確かなものになってきた。久方ぶりに良い年越しができそうである。前回 9月時点は、 

回復の兆しがやっと出ていた程度であったが、現在は地域差や機種間の差が薄れて、業況改善 

の裾野が広がっている。需要回復が着実に進む中で、新たな課題も生じている。材料の入手 

難やコストアップの問題である。量は出てきたが採算面の改善につながっていない。各社は、 

材料値上げ分の転嫁や、適正加工賃の確保に向け、一段の自助努力が求められている。需給 

タイトの今こそ、新たな商慣習づくりを模索する好機にすべきと考えている。またシャーへ 

の受注内容は、短納期や工期の急な変更、二次加工要請の増加で効率が低下しており、繁忙 

な割に数量や収益が伸びない。 

行政当局には、当業界の窮状をご理解いただくとともに、公共投資の平準化に対しても是非

ご配意いただきたい。来年も引き続きご支援・ご指導をお願いしたい。」との挨拶ならびに要

望が行われた。   

 続いて、各支部長から地区情勢報告があった後、鉄鋼課より、「フル生産状態での切断量は 

どれくらいか。」「需給タイトな中で、なぜ価格転嫁は遅々として進まないのか。」等の質問 

が出され、種々意見交換が行われた。 

   

以上 


